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Ⅰ　はじめに
　著者の関心は、近代日本の工業化の進展を工業労働者に対する安価な食料の供給体系の構築
という側面からとらえ、食料供給体系の安定した運用をアジアの植民地経営との関連で読み解
こうとすることにある。第二次世界大戦前の内地向けの米の２大供給地は朝鮮半島と台湾であ
るが、すでに台湾との農産物・食料貿易についてはフードレジーム論を踏まえた検討をおこなっ
た（荒木，2014）。本稿では朝鮮半島を取り上げ、とくにその食料貿易に焦点を当てることを
通じて、当時の日本の食料供給体系を検討する。対象とした具体的な時期は第一次大戦終了後
の1920年代初め（大正10年頃）から第二次大戦開戦前夜の1939（昭和14）年までであり、本稿
にいう戦前はおおむねこの時期を指す。
　この時期の日本の食料供給体系に着目した理由を既往研究を踏まえつつ示したい。明治～大
正期にかけて、工業化を進める日本の米供給の不足を支えたのは東南アジア地域からの輸入米
であった。しかし、第一次大戦末の米騒動は、それまでの東南アジアからの輸入米に依存する
という日本の食料供給体系に大きなインパクトを与え、米の供給政策が大きく変更される（牛
山1980，持田1969）。すなわちそれまでの外国米依存に対して、他国の政治経済的な情勢に左
右されることのない安定的な食料供給をはかるために、植民地域内で完結性の高い米供給をめ
ざすというものである。1920年代を通じて植民地域内での米の増産が図られ、域内での自給体
制の確立をみる。それは、増加し続ける都市住民、工業労働者向けの安定した食料供給を賄う
ための仕組みでもあった（野田編2013a，b）１）。逆に1930年の豊作と大恐慌は米価問題を深刻化
させた。むしろ、食料（米）の量的確保という側面よりも、価格維持という側面が懸念される
状況が顕在化した。このように一見、安価な米の供給体系が実現していたように見えるが、
1939年の朝鮮半島における干ばつを境に朝鮮米移入は急減する。以降1940年代には米の東南ア
ジア依存へとシフトするものの、戦争の進行とともに食料需給は逼迫し、終戦を迎える（大豆
生田1984,1993a,ｂ）。1939年以降の変化は急であるが、1920～30年代はおおむね植民地からの
米供給体制を確立し、安定的な食料供給体制の構築をめざし、実際にそれが機能した時期とい
える。
　この時期の供給体制を担ったのが植民地であった朝鮮半島と台湾で、朝鮮半島からの移入が
当時の米需要の一翼を担っていたわけである。しかし、これをもって単純に植民地域内での食
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料供給体系の構築ととらえられるだろうか。実際に安定的な食料供給体系は実現されていたと
いえるのであろうか。本研究では、戦前のこの時期に構築されたかのようにみえる植民地域内
による安定的な米供給体系の実態を、朝鮮半島の主要港の食料を中心とする貿易データに基づ
いて解き明かそうとするものである。これによって、果たして植民地域内の米供給体制が十分
に安定的であったのか、どのような問題を抱えていたのかを検討し、1920～30年代にかけて機
能した植民地域内での供給体制が1939､ 1940年に突如として崩壊した背景にもアプローチした
い。同時にそれは海外依存度を高める今日の日本の食料供給の在り方に対しても効果的な示唆
を与えうると考えた。本研究が1920年代と30年代に着目するのは、まさにその時期が植民地域
内での米供給が機能していたとみなされる時期だからである。
　なお、上記の経済史分野の研究に加えて、地理学における先行研究として樋口（1988）が特
筆される。戦前の朝鮮半島の米生産とその流通、大阪を中心としたその消費にいたる研究は食
料と植民地を巡る優れた成果であった。その後このような研究が地理学において広がりを見せ
ることはなかったが、食料の地理学の立場からも高く評価できる。本研究もその観点を踏襲し
たい。

Ⅱ　戦前期朝鮮半島の主要貿易港
　当該時期の朝鮮半島の主要港は図１に、貿易額の推移は図２に示される。仁川は京城の、鎮

図１　主要港の位置
図２　主要港別貿易額の推移（百万円）
資料　釡山港貿易概覧、釡山港統計要覧
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表１　港別貿易額のシェア

資料：釡山港経済統計要覧
＊　　斜字体の1929年は輸移入外国米であり、台湾米、内地米を含まない。

南浦は平壌の外港であり、図中では貿易額を合算している。また、清津、雄基、羅津はいわゆ
る「北鮮三港」とよばれた港で、日本海経由で内地と満州・中国東北部（以下国名としては満
州国、地域の範囲としては東北部を使用した。）を結ぶルートであった。図中では合算して示し、
同様に新義州と龍岩浦も合算した。貿易額は年を追うごとに拡大し、とくに1910年代の第一次
世界大戦期と1930年代後半の拡大は顕著である。港湾の規模別では釜山と仁川を２大貿易港と
して、これに鎮南浦や新義州、群山などが続くという枠組みに大きな変化はない。あえていえ
ば1930年代後半にいわゆる「北鮮三港」のシェアが拡大することや群山の位置が相対的に後退
することなどがあげられる。
　また表１は1920年代までの主要貿易品の港湾別のシェアを示したもので、港湾の性格を把握
することができる。期間を通じて釜山、仁川、群山は主要な米の積出港で、1914年には群山、
1919年には釜山が大きなシェアを占めるが、1920年代前半には仁川、後半には鎮南浦がそれぞ
れシェアを伸ばしている。また、図２と照らし合わせると、群山の貿易において米の占める位
置が大きく、内地への米移出に特化していることが推察される。一方、米の入荷に関しては、
期間の前半では釜山が５割のシェアを持つが、後半には輸移入量が拡大するとともに仁川や群
山の成長が認められる。いずれにしても米に関しては輸移出入の双方において、釜山、仁川、
群山が中心的な役割を果たしていたといえる。輸移出大豆では期間の前半は釜山が約半量を取
り扱う重要積出港であったが、後半には仁川や清津にその位置を奪われ、とくに清津の急成長
を指摘できる。一方、輸移出海産物では釜山が期間を通じて圧倒的な位置を占める。輸移入小
麦は釜山と仁川が期間を通じて主要な入荷港としての位置を保つとともに、清津の成長も認め
られる。
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　ここでは以上の主要な貿易港から、港湾別の資料が入手できた釜山、仁川、新義州および清
津を取り上げて、朝鮮半島を巡る食料貿易の状況を描き出したい。資料とは山口大学経済学部
東亜経済研究所に所蔵されている戦前期の統計や貿易統計であり、前章に示した問題意識に従
い1920年代から30年代にかけての品目別の貿易状況が把握できるものを渉猟した。具体的には
釜山港に関しては釜山商業会議所による『釜山港経済統計要覧（大正15年、昭和４年）』、釜山
税関による『釜山港貿易概覧（昭和８年、14年）』、仁川港に関しては仁川税関による『仁川税
関貿易要覧（大正14年版、昭和８年版、及び昭和12,13,14年版）』、新義州港に関しては新義州
税関による『新義州税関貿易要覧（大正13,14,15年 , 昭和14年）』および『新義州貿易概覧（昭
和５年）』、清津港については清津商工会議所による『清津港貿易統計要覧（昭和７年）』である。
すべての年次の統計がそろっているわけではないが、おおむね1920年代半ば（昭和元年前後）、
1930年代初め（昭和８年頃）、及び1930年代終わり（昭和14年頃）の３時点における動向を把
握することができた。以下、港湾別に検討を加える。

Ⅲ　釜山港
　前章に見たように釜山港は朝鮮半島最大の貿易港で、米や海産物の貿易において大きなシェ
アを持っている。1884（明治17）年の開港以来の貿易額の推移を示した図３によれば、1914～
18年にかけての第一次大戦による大戦景気と1920年からの戦後恐慌、さらに1929年に端を発す
る世界恐慌の影響を受けた変動は認められるものの、同港の順調な拡大がうかがえる。ただし、
貿易額全体に占める外国貿易の比率は決して大きくなく、各年度ともに輸移出入に占める輸出
入の割合は数％以下が大勢を占めている（表２）。
　表２には表１以降の動向を中心とした主要貿
易品目を示している。これによると1925（大正
14）年の主要な輸移出品目としては玄米や精米
であり、移輸出額合計の４割を占める。米以外
では柞蚕糸、繭、生糸、生牛、大豆、海産物な
どが一定の金額を持っている。一方、輸移入品
目でも米及び籾が大きな位置を占めるが、その
多くが外国米である。次いで食料としては小麦
粉、菓子などが挙げられる。工業品・原料とし
ては綿織糸、生金巾及生シーチング、機械類、
自動車部品、ゴム製靴などがある。
　これに続く1929（昭和４）年の主要輸移出品
目においても、約３割を米及び籾が占める２）。
また、品目でも海産物や繭、生糸、柞蚕生糸、
牛、肥料など大きな変化はない。輸移入品目に
おいても大きな変化は無いが、米については表
１に見たように、期間の後半には前半ほどの大
きなシェアは失っており、この時期に港湾機能
の変化が認められる。
　同様に、1933（昭和８）年でも輸移出額の３
割余を占める米及び籾が中心である。この年の

図３　釡山港貿易額の推移（百万円）
資料：『釡山港経済統計要覧』『釡山港貿易概覧』
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輸出先は前年に建国した満州国が最大で625,609円、次いで中華民国が579,148円となっている
が、前年の首位の中華民国向けが587,167円であったことと比較すると満州国向けの大きな伸
びを指摘できる３）。輸移入額も1925年と比較してやや増加しているものの、増加分では繰綿、
綿織物、機械類などの比重が大きく、相対的に食料品の占める比率は下がっている。
　1939（昭和14）年も、輸移出では米及び籾、水産物、生糸などが一定の貿易量を保っている。
全体の額が大きく増加するなかで食品類のシェアは少なくなってはいるものの、直前の1928年

表２　釡山港主要貿易品目の変化

資料：釡山港貿易概覧
＊　　台湾は国内扱いのため，外国米には含まない。
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の米及び籾の輸移出の実績は2,631,781石であり、この年は半減したことになる。一方、水産
物の前年度の輸移入実績は31,842,057斤と増加していることから、米において大きな変動があっ
たことがうかがえる。その要因として第１に考えられるのが、1939年の朝鮮半島の干ばつ・凶
作の影響である。輸移入でも米及び籾、裸麦、菓子、生果などが食料品の中心であることに変
化はないが、工業製品の移入額が大幅に伸びているため、食品の全体に占める比率はさらに小
さくなっている。ただし、前項と同様に前年（1938年）の米及び籾の移入量は32,942百斤にす
ぎず、当年に大幅に増加したことがうかがえ、その背景には干ばつの影響を想定できる。また
1939年の米及び籾の仕出し地別では台湾94,568百斤、内地87,902百斤と拮抗しているが、前年
は内地米が台湾米の２倍以上の移入量をもっており、急遽台湾からの米の調達のおこなわれた
ことがうかがえる。あるいは米不足による米価の高騰に対応して米が移送されたとみることも
できる。同様に、裸麦は前年の25,471百斤と比較して10倍以上の増加を示すこと、小麦粉は
7,741,034斤から94,212斤と大きく減少し、食料を巡る混乱がうかがえる。
　以上のように釜山港は大きな貿易額を誇るが、そのほとんどが内国貿易（移出入）が主体で
ある。期間のはじめは米移出入が大きな位置を占めていたものの、後半には工業製品の貿易額
が大きくなり、米をはじめとした食料は一定のシェアを保ちつつも、その比重は小さくなって
いく。しかし、米の輸移出量そのものは減っているわけではなく、期間を通じて相当量の米の
移出をになっていることは明白である。同様に、移入においても工業製品の増加によってシェ
アは下がっているが、米や小麦粉をはじめとした食料の入荷においては期間を通じて一定量を
維持してきた。また、1939年の短期間での大きな食料貿易の変動も確認することができた。

Ⅳ　仁川港
　仁川港は釜山港に次ぐ貿易港で、表１にみたように、米や大豆の主要な積出港、小麦粉の入
荷港でもある。ここでは表３に基づいて貿易の動向を検討する。同港も釜山港ほどではないが、
内地との貿易が外国貿易を大きく上回っている。
　1925（大正14）年の主要な輸移出品目は米で総額の７割以上を占める。これに次ぐのが大豆、
人参、牛皮などである。一方、輸移入では米及び籾、小麦粉、葉煙草等が農産物としてあげら
れる。ほかに工業製品として支那麻布、生金巾および生シーチング、晒金巾および晒シーチン
グ等の繊維製品がある。この時期は輸移出入の双方において、米を中心とした食料が重要な品
目であったことがうかがえる。ついで、1933（昭和８年）には世界恐慌の影響か貿易額はやや
減少しているものの、輸移出の約65％を玄米、精米が占め、米が占める重要性は変わっていな
い。これに次ぐのが大豆で、牛皮や人参も一定額は保持しているが、1925年よりは比重を下げ
ている。代わって活牛、糠（肥料）などの伸びが認められる。輸移入品では米及び籾、小麦、
小麦粉などは1925年に比べて比重を下げ、代わって麦酒が伸びている。また、工業製品でも生
金巾および生シーチング、晒金巾および晒シーチング等は比重を下げ、代わって紙類、機械類
等の伸びが認められる。
　1939（昭和14）年には図２にも示したように貿易額が大きく増加する。輸移出では玄米、精
米、大豆などが一定の比重を占め、量的には1933年と比べても増加しており、一定の位置を占
めているようにみえる。しかし、表では示されていないが、1937年は玄米232千石、精米1,076
千石、1938年は玄米1,453千石、精米1,317千石の実績があり、むしろ1939年の玄米173千石、
精米715千石は大きく輸移出が減少したといえる。その背景には1939年の朝鮮半島の大干ばつ
による生産量の減少と価格の高騰が考えられる。それ以外では活牛は減少するものの、牛皮、
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人参、糠（肥料）は大きく輸移出を増やしている。一方、輸移入では米及び籾が大幅な増加を
見せる。直前の1937年は120,273百斤、1938年は21,788百斤であることからも、1939年の貿易
量の大きさが特筆される。この大幅な増加の背景にも干ばつの影響が考えられる。同様に小麦
においても1937年の37,805百斤、1938年の188,371百斤を大きく上回り、凶作に対応する食料
の輸移入がおこなわれたことがうかがえる。なお、食料品でこれに次ぐのが砂糖、清酒、豆類
などとなる。晒金巾および晒シーチングは停滞傾向であるが、紙類、機械類は大幅な伸びを見
せる。
　仁川港においても、1939年には釜山港同様に食料を巡る混乱が見られた。また、農産物が全
体に占めるシェアも徐々に低下していることがうかがえるが、輸移出においては米を中心とし
た農産物が一定の位置を保持しており、米の移出港としての性格を見ることができる。なお、
農産物のシェアの低下傾向は輸移入において顕著であり、輸移入量の増加部分の多くは工業製
品、とくに期間の前半は綿製品などの軽工業、後半は機械などの重工業が中心となる。しかし
ながら、1939年の混乱を別にしても、期間を通じて相当量の米や小麦などの食料が輸移入され
続けていたことも指摘でき、食料の輸移入港でもあった側面がうかがえる。
　貿易相手については期間を通じて大阪が大きな位置を占め、米を中心とした食料の移出先の
中心となっているとともに、移入される工業製品も多くが大阪からのものである。一方で、外
国貿易の比重は大きくなく、1925年と1933年の輸出のシェアは７%程度にすぎず、もっぱら
関西方面への米の積出港としての性格を見ることができる。ただしその後、1939年には満州国
や中華民国（以下中国）４）向けの輸出がシェア38.7％と急速に拡大している。主な輸出品は精
米で満州国向けのほぼ４分の１、中国向けのほぼ半額を占める。一方、主要な輸入相手先も中
国と満州国で、満州国からの輸入の首位は1933年には粟、1939年にはコウリャン、次いで粟と、
食料が重要な位置を占めている。内地貿易との単純な比較はできないが、1939年の混乱のなか
でも満州国や中国向けには少なからぬ量の米が輸出されていたことをはじめとし、相当量の食
料の輸出入がおこなわれていたことを指摘できる。他にも額は大きくはないが、1933年のオー
ストラリアからの輸入額507,423円全量が小麦（85,274百斤）、1939年の輸入額666,057円のう
ち490,773円が小麦（78,297百斤）で占められ、オーストラリアへの食料依存を指摘できる。
その背景には満州事変を境に北米（アメリカ合衆国、カナダ）からの小麦輸入が縮小したこと
などが想定される。このように、米に関しては植民地域内での供給体系が機能していたかもし
れないが、それ以外の食料については少なからず国際情勢の影響を受けざるを得ない状況であっ
たことがうかがえる。

Ⅴ　新義州港
　新義州は図４に見るように、外国貿易の占める割合が大きいことが特徴で、当時の朝鮮半島
最大の外国貿易港といえる。釜山や仁川では輸出入額が総貿易額に占める割合が１割を超える
ことがまれであるのに対して、新義州は外国貿易が内地貿易を大きく上回る。表４から1926（昭
和元）年の貿易の内訳を見ると、大幅な入超となっており（内地向け貿易はむしろ出超）、膨
大な輸入に特化した港といえる。この入超という傾向は明治末の一時期と1917（大正６）年を
除いて一貫して認められるが、満州国の建国と前後して、1930年代後半は出超に転じる。なお、
新義州港と表記しているものの、貿易額の多くは鉄道によって占められている。例えば、1930
年の経路別の貿易額（輸移出入）では鉄道が40,865,906円となり、水路（対安東）6,040,198円、
海路4,673,095円を大きく上回る。また、1939年の経路別では輸出入は120,399,926円のうち
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108,327,640円を鉄道が占め、これに鴨緑江水路
経由の8,518523円が続く。移出入においては
14,103,117円のうち9,699,091円を海路が占め、
鉄道は3,768,288円（その98％は釜山経由）となる。
このように鉄道を主力にした満州国向けの国境の
輸出基地としての役割を担うとともに、内地から
の海上貿易を中心とした荷受け機能もうかがえる。
　1926年の主要輸出品は綿織糸、木材、魚類で、
魚類は鮮魚がほとんどを占める。輸入品では粟、
柞蚕生糸、豆粕、木材、石炭などが主である。一
方、移出では米及び籾と木材が２大品目となり移
出額の８割以上を占める５）。移入では木材、綿織
物、鉄が中心である。なお、輸出品首位の綿織糸
の産地は久留米産が99％を占める。また、木材の
産地は約半分（697,468円）を地元新義州産が占め、
ほかに平壌と新義州間の要衝である新安州などか
らのものも認められる。また、魚類の約半分が釜
山産であり、ほかに馬山、元山、浦項など各地か
らの入荷も見られる。輸入品は朝鮮半島各地に分
散し、とくに粟の仕向先としては100ヶ所以上が
リストアップされている。
　次に輸出品の仕向先であるが、綿織糸の場合は
合計1,132,055斤のうち安東（現丹東）、営口が中
心であり、木材の場合は原木は撫順、挽材は安東、
根は秦皇島などが首位であるが、いずれも東北部
向けとなる。鮮魚の場合も大連、奉天、安東など、
仕向先の傾向は同じである。輸入品の仕出地では、
粟の場合には吉林省西南部、満州国北部からの貨物の中継地であった四平街をはじめ、鉄嶺、
蒙古が上位にあり、いずれも東北部からの輸入である。柞蚕生糸や豆粕も安東が大部分を占め
る。
　移出品の仕向地は、米及び籾では東京、広島（宇品）、大阪、名古屋が上位になっている。
木材については原木や挽材では東京がその大半を占めるほか、板では博多がその大半を占める。
これに次ぐ大豆は下関をはじめとした西日本各地に送られる。移入品の場合であるが、仕出し
地は原木のうち大部分を樺太、次いで小樽による。なお、綿織物や鉄では大阪が９割近くを占
める。食品では清酒のうち大阪が四分の三を、麦酒は名古屋、神戸、大阪等が挙げられる。
　続いて1930（昭和５）年も移出入より輸出入が中心で、入超という傾向は変わっていない。
貿易相手は中国が99％を占める。輸出品の中心は地下足袋、原木、綿織糸、その他綿織物、鮮
魚など、軽工業製品が増加している。輸入品では粟の首位は変わらず、柞蚕生糸、石炭、豆粕
が続き、品目に大きな変化はない。移出では米及び籾、大豆が多く、木材は減少している。移
入では綿織物が首位でこれに次ぐのが薬材化学薬製薬及調合品となり、食品類では清酒、麦酒
が５年間で倍増している。移出の相手先方港湾の首位は東京（シェア21.6％）、次いで下関の

図４　新義州港貿易額の推移（百万円）
資料：新義州税関貿易要覧
注 　開港は1906（明治39）年、3月に税関出張
所として開庁（龍岩浦を含む）、6月に支所に
昇格、8月に龍岩浦に出張所開設（このため
1919（大正8）年からは龍岩浦を含まず）、
1923（大正12）年12月に本関に昇格。
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（19.3％）、移入では大阪がシェア60.４％で圧倒的な首位を占める。
　同様に、1939（昭和14）年も、輸出入が移出入を大きく上回る状況は変わりがないものの、
1938年より出超に転じ、短期間に大幅な出超となっている。その大部分は輸出によるもので、
輸出額は1937年の30百万円余から、38年には約55百万円、39年の74百万円と急増している。輸
出相手は満州国が70百万円とその大部分を占め、1937年の盧溝橋事件、日中戦争へという時代
背景がうかがえる。また、輸出品目の上位には、その他金属及同製品、薬材化学薬、車両及同
部分品、その他の衣類及同付属品、帽子、その他布帛及同製品等が並ぶが、多くは内地産品で
朝鮮半島で製造されたものはむしろ少数である。朝鮮半島産が大部分を占める品目は、木材、
米及び籾であり、それまで移出の主力であった米が輸出に回されていることがうかがえる。輸
出米は1937年に2,733石、1938年に42,887石であり、1939年に倍増しているほか、魚類も輸出
を増やしている。これら輸出米の仕出し地としては大半を平安北道が占める。また、ゴム底綿
靴の仕出し地は京城、釜山、久留米、大阪などである。さらに、仕向地であるが、精米は安東、
奉天、天津等でいずれも1939年に急増をみる。ゴム底綿靴は安東向けがほぼ全量を占める６）。
　一方、輸入品目の首位は粟で変化はなく、柞蚕糸屑、柞蚕生糸が続く。なお、石炭、肥料（う
ち豆粕1,524,511円）等も一定量を保っている。なお、この年の干ばつの影響からか、黍の輸
入が1938年の885,591円（102,604百斤）から1939年には1,436,277円（125,969百斤）、コウリャ
ン（高粱）が24,608円（３,875百斤）から1,435,860円（141,605百斤）、豆類が1,501,588円（224,402
百斤）から2,811,906円（326,510百斤）等の増加を見ている。なお、粟の仕向先は160地点が
リストアップされ、半島全域に送られているが、新義州を含めた平安北道におよそ半量が仕向
けられるのをはじめとして、咸鏡南道等北部が中心である。なお、量的には粟ほどではないも
のの黍125,960百斤（仕向地別シェア：新義州13.6%、咸興10.0%、定州9.5%）、コウリャン
141,605百斤（同：京畿道53.4%、忠清南道11.4%、咸鏡南道10.2%）、そば119,884百斤（同：
新義州23.5%、平壌14.4%）、大豆232,694百斤（同：新義州51.9%）など、半島北部を中心に
各地へ輸入食料を仕向けている。食料以外では柞蚕生糸の６割近くは羽二重・絹織物の一大産
地であった福井へ、柞蚕糸屑は大阪や東京へ仕向けている。原木と製材はほぼ全量が新義州向
け、豆粕は約半量が平安北道向けとなる。次にこれらの仕出地であるが、粟の重量比で65.5%
が京奉沿線（北京̶奉天（瀋陽））（うち四平街が45.8％）から仕出されている。同様に黍も
125,969百斤のうち73.0% を四平街が占め、コウリャンも141,605百斤のうち34.1% を安東、
14.6%を四平街が占める。蕎麦も119,884百斤のうち52.3%を四平街、34.７%を奉天が占める。
大豆は232,694百斤のうち公主嶺が64.5%、安東22.7%を占める。また、豆粕は249,859百斤の
全量が安東からである。以上のようにこの期間を通じて満州国からの食料輸入を、新義州の輸
入における大きな特徴として指摘できる。
　これに対して、移出品目の首位は米及び籾、次いで木材、肥料（豆粕含む）などとなる。な
お、1938年の米及び籾は1,937,757円（59,678石）で、1939年に大きく減少していることから、
他と同様にこの年の干ばつの影響が考えられる。一方、肥料は28,453円、木材も104,203円か
ら大きく増加している。大豆は1938年の221,686円から1939年の54,044円と激減し、農産物貿
易を巡る混乱を見ることができる。移出品の仕向地であるが、米及び籾は東京が全量の約８割
を占め、原木では神戸、大阪となり、豆粕でも神戸が首位である。移入品目の首位はその他の
薬材化学薬製薬、次いで絹人絹織物となり、綿織物は比重を下げている。食品類では缶詰瓶詰
及壺詰食物、澱粉、菓子、清酒などがあげられ、とくに缶詰類は1930年代半ばから増加してい
ることがうかがえるなど品目の変化が認められる。移入品の仕出し地では清酒が大阪、麦酒が
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神戸でその大半を占め、綿織物、絹織物、人造絹織物などでも大阪が首位となる。
　以上のように新義州港の貿易は釜山港や仁川港と異なり、満州国や中華民国をはじめとした
輸出入が主体であり、それらの地域からの資源輸入港として機能してきたといえる。柞蚕生糸
や石炭などの工業原料とともに相当量の食料が期間を通じて輸入され、満州国の建国以降は同
国向けの工業製品輸出港としての性格を強めている。

Ⅵ　清津港
　上記以外の主要港湾として清津港の資料が得られた。それによって同港の状況を概略する。
開港は1908（明治41）年で当時の貿易額は438,757円、1912（大正元）年には1,229,395円、
1916（同５）年には3,025,514円、1921（同10）年には11,578,761円、1926（昭和元）年には
19,374,647円、同統計期末の1932（昭和７）年には21,480,367円と順調に貿易額を拡大してい
る。また、開港以来おおむね輸移入が輸移出を上回る入超の状況で推移している。
　表５に示すように主要な移出品は大豆で、1932年の合計移出額約４割を占めている。また、
移出先の首位が日本海側の敦賀であることも特徴である。大豆に次ぐ品目は魚肥、魚油、菜豆
などである。なお、移入品についてはレールが首位であるが、全体の３位に相当する小麦粉が
食料品の首位となる。これ以外の主要移入品としては生金巾生細布及び生シーチング、繰綿及
打綿等の綿布、綿製品等の軽工業品に加えて、機械類も一定の移入額がある。一方、そのほか
の食料品としては米及籾、砂糖、清酒、麦酒が挙げられる。

表５　清津港の主要貿易品目・1932（昭和７）年

資料：清津港貿易統計要覧
＊　シェアは量による。
＊＊1932年のデータが無いため1931年の数値
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　一方、輸入品の主力は大豆と粟、菜豆でいずれも建国間もない満州国が主要仕出地とされて
いる。また、米はラングーンが主要仕出地とされている。輸出品では鉄、綿織物などで、いず
れも間島地方（豆満江以北の朝鮮族居住地域　現在の吉林省東部延辺朝鮮族自治州一帯）向け
が主な仕向地となっている。
　清津も釜山や仁川と同様に外国貿易よりも内地との貿易に重心があり、新義州とは異なるも
のの、満州国との関係においては、食料の輸入と工業製品輸出という点で共通点も認められる。

Ⅶ　おわりに
　本稿では戦前の朝鮮半島の主要港の税関資料に基づいて、食料貿易の動向を検討してきた。
その結果、当時の食料貿易の少なからぬ部分を米以外の食料が占めているとともに、朝鮮半島
に向けても米や小麦を始め多くの食料が輸移入されていることが明らかになった。従来的な朝
鮮半島から内地への米供給という側面のみならず、内地から朝鮮半島、台湾から朝鮮半島、さ
らに満州国や中華民国をはじめとした海外からも相当量の食料の輸移入がおこなわれていた。
実際に、仁川の1925年の米の輸移出量を一石135㎏として換算７）した場合、玄米・精米合わせ
て約15万トンに相当する。同様に100斤を60㎏として換算した場合、輸移入される米及び籾は
約３万トンとなる８）。同様に小麦粉の輸移入量も約１万トンに相当する。新義州においても同
様に、1926年の米及び籾の移出量は７千トン、対して輸入される粟は17万トン、豆粕は７万ト
ンとなる。新義州は満州国向けの輸出で成長するが、同時に食料の一大輸入港でもあった。
　表１に示される 朝鮮半島からの1925年の輸移出米の総量は同様に約62万トンと換算され、
対して輸移入米は13万トン、輸移入小麦は３万トンとなる。これ以外にも大量の粟やコウリャ
ンが輸入されている。例えば1933年の朝鮮貿易協会編『最近の朝鮮対満州貿易』によると1928
年の粟の満州国からの朝鮮向け輸入量は28.4万トン、1932年は21.9万トンなどである。これら
の量の多寡を単純に評価することはできない。ただし、当時の内地の人口が60.7百万人（1926
年）、70.1百万人（1936年）に対して、朝鮮の人口は19.1百万人（1926年）、22.0百万人（1936
年）であり、内地のおよそ３割余であることを考えると、決して少ない量ではないと考える。
　戦前期に朝鮮半島は内地向けの米の一大供給地であったことは明白である。しかし、その反
面朝鮮半島が相当量の食料の輸移入に依存していたことも事実である。外国産の粟の大量輸入
に支えられた米移出という構造がかかえる問題点はすでに早くから指摘されており、矢内原（1926）
は外国からの米や粟の輸入に依存した朝鮮産米の増産計画が朝鮮農民の生活の向上、経済の充
実にはつながらず、食料問題が生じることを指摘している９）。ここで矢内原の関心は朝鮮農民
の経済状況に向いているが、それだけの問題にとどまるものではない。本来、他国の政治経済
的な情勢に左右されることのない安定的な食料供給をめざすための植民地域内における米供給
体系の確立であったとするならば、内地向けの米移出を補填するための大量の食料（粟）が輸
入されることはすでに、安定的な供給におけるほころびと見なすことができる。事実、1939年
の凶作によって植民地域内での米供給体制は瓦解するのである。
　そもそも、米騒動の経験を機に国際的な米需給、価格変動の影響を受けない安定的な供給体
系の構築を目指して、植民地域内での米の自給体制の構築が目指されたのではなかったか。実
際1920～30年代にかけては植民地域内での米の自給体制は機能し、外国米の輸入は減少した。
しかしながら、米生産をになう朝鮮半島の食料需要は朝鮮半島自体において賄えてはおらず、
少なからぬ米や小麦、さらに粟などの輸移入によって支えられていたのである。この植民地域
内の米自給体制が1939年の干ばつによる凶作に耐えきれなかった背景には、小麦や粟などの米
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以外の食料を植民地域外に依存していたということがあるのではなかろうか。米の自給体制は
構築できたものの米生産を支えた朝鮮半島の食料が少なからず海外に依存していおり、その意
味において安定的ではなかった、国際情勢の影響を受けざるを得ない側面を有していたと考え
られるからである。実際、満州事変以降の国際情勢は当時の日本にとって厳しいものであった
ことは論を俟たない。
　翻って今日のわが国の食料自給、とくに米自給を考えた場合、聖域と謳われた米は確かに高
い自給率を誇っている。しかし、米単体の自給率の高さだけの問題ではない。かつて大人一人
が一年に消費する米の量が一石であったといわれたが、現在の一人当たりの年間の米消費量は
0.6石を下回る。これは戦後の食料難の時期と同水準である。このような状況のなかで、米単
体の自給率のみの議論では、あまりにも視野が狭いのではなかろうか。米以外の食料を含めた
総体としての食料自給についての議論の喚起が必要である。それはおよそ戦前の20年間にわたっ
て稼働した戦前の米自給体制、ただしそれは米生産を支えるために米以外の食料を海外依存し
ていたものが、1939年に朝鮮半島をおそった干ばつ・凶作により崩壊したことを考え合わせる
と、よりいっそう鮮明となる。

付 記　本研究を進めるに当たり、科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究「近代日本における工業
労働者への食料供給と植民地経営をめぐる地理学的研究」課題番号：25580176　研究代表者：
荒木一視を使用した。また内容の一部は2014年９月の日本地理学会（富山大学）にて発表し
た。

注
１） 樋口（1988）においても、朝鮮からの移入米が当時の都市住民の食卓を支えたことが、当

時の資料や自身の経験を踏まえて活写されている。
２） 1928年は45.6百万円、1927年には53.6百万円でやや減少している。
３） 外国貿易が占める割合の低さはかわらないものの、輸出総額でも1,302,251円（1932年）

から2,820,169円（1933年）と大きな伸びがある。
４） 国名は統計や年度によって、「中華民国」や「支那」が用いられているが本稿では中国に

統一して使用した。同様に「北米合衆国」はアメリカ合衆国、「濠洲」はオーストラリア
と今日一般的な表記とした。ただし、「仏領印度（仏印）」、「英領印度（英印）」等に関し
ては、原典の表記に従った。また品目に関しても基本的に原典の表記を採用している。

５） 精米輸移出の推移は1918（大正７）年までは両者が拮抗するか、移出より輸出が多い年も
少なくない。新義州税関『鎮南浦・輸移出主要穀類品別十箇年対照表』によると移出が輸
出を凌駕するようになるのは1920年以降である。米騒動を受けて朝鮮米移入が加速したこ
とが推察できる。

６）魚類や綿糸の仕向先は統計にない。
７）総務省統計局で用いられた換算値で、農水省の長期的な統計でも採用されている。
８） また同年の米及び籾の輸移入量538,001百斤を、百斤を0.4石として換算した場合、約

216,200石となり、輸移出米の1,122,300石の約５分の１に相当し、体積と重量によるずれ
はあるものの、おおむね輸移出の５分の１の量が輸移入されていたとみることができる。
なお、百斤を0.4石とするのは『昭和産業史』（東洋経済新報社）に示される換算値である。

９） 石田（1928）は台湾に関して同様の米の商品化（台湾の農民が相対的に高価な蓬莱米を内
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地に移出し、不足分を廉価の外国米によって補う）を指摘している。
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